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1 はじめに 

教育現場において，グループワークでの活動

量を赤外線センサーによって計測・定量化して

教育にフィードバックする取り組みが行われて

いる[1]．また，グループワーク中の会話につい

て特徴分析することで，会話の盛り上がりを定

量化する取り組みも行われている[2]．会話の盛

り上がりの定量化は，アクティブラーニングや

グループワークにおいて，活動状況をモニタリ

ングして活動量が落ちた時に活動の活性化を促

す支援に役立つ．そのため，会話の盛り上がり

の定量化を実現することで，教育支援システム

としての利用が期待されている． 

会話の盛り上がりを定量化するにあたり，ど

のような主観的な印象が，会話が盛り上がって

いる・盛り上がっていないと判断する要因とな

っているのかわからない．我々は，経験的に楽

しそうであれば会話が盛り上がっている，静か

で会話が少ないと盛り上がっていないと判断し

ていることが多い．これは，感情表現で言うと

ころの，Joy と Neutral であると考えると，会話

の盛り上がりと感情が関係している可能性があ

るのではないかと考えた． 

本研究では，前述の仮説に対して，会話音声

を呈示した時の感情と盛り上がりの程度をアン

ケート形式で回答してもらい，結果を分析する

ことで会話の盛り上がりと感情の関係性につい

て明らかにする． 

 

2 会話の盛り上がりと感情の主観評価実験 

会話の盛り上がりと感情の関係性を明らかに

するために，3 つの主観評価実験を実施した．こ

こでは，実験条件や実験手順について説明する．  

 

2.1 実験の種類 

下記の 3つの主観評価実験を実施した． 

実験 1: 会話の快・不快を評価 

 実験 2：会話の盛り上がりを評価 

 実験 3：会話の感情についての評価 

 

 

 

 

 

2.2 実験条件 

実験用会話音声には，感情評定値付きオンラ

インゲーム音声チャットコーパス[3]を用い，30

～60 秒の会話音声（サンプリング周波数 48 kHz，

16bit）を音声刺激として生成して利用した．実

験 1 と 2 では，35 刺激，実験 3 では実験 1 と 2

で用いた刺激のうち 12刺激を用いた． 

主観評価実験では，事前に実験の目的を説明

して同意を得た 18～24 歳の男性 7 名，女性 4 名

の計 11 名を実験協力者とした．実験は，小部屋

（暗騒音レベル約 43 dB(A-weighted SPL)）にお

いて，聴取機材として SENNHEISER HD280PRO と

Roland Rubix22 を用いて行った．音声は，約 63 

dB(A-weighted SPL)で呈示した． 

 

2.3 主観評価実験の方法 

実験 1 では，会話の快・不快の程度について 5

段階評価を行った．評価尺度は次の通りである．

1.不快，2.やや不快，3.どちらでもない，4.や

や快，5.快． 

実験 2 では，会話の盛り上がりの程度につい

て 5 段階評価を行った．評価尺度は次の通りで

ある．1.盛り上がっていない，2.やや盛り上が

っていない，3.どちらでもない，4.やや盛り上

がっている，5.盛り上がっている． 

 実験 3 では，Plutchik の 8 感情（喜び，信頼，

恐れ，驚き，悲しみ，嫌悪，怒り，予測）[4]に

ついてシェッフェの一対比較法を用いて評価を

行った． 

 

3 主観評価実験の結果と考察 

図 1 に実験 1 の結果である会話音声の快・不

快の評価値の平均と実験 2 の結果である会話の

盛り上がりの評価値の平均を布置し，近似直線

を示す．図 1 より，快・不快の評価値の平均の

最小値が約 2.5 であったことから，不快と盛り

上がっていないに相関関係がないことがわかっ

た．一方，全体で見ると回帰直線からもわかる

通り，正の相関があり，快と会話の盛り上がり

で相関を有することがわかった． 

図 2 に Plutchik の 8 感情についての評価結果

として尺度図を示す．図中には，感情ごとに 12

刺激分布置している．今回利用した刺激では，

喜び，信頼，恐れ，驚き，予測といった感情を 
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有していることがわかる． 

感情と会話の盛り上がりの関係について明ら

かにするために，一例として，図 3 に喜びと会

話の盛り上がりの関係を示す．結果より，右肩

上がりの分布で正の相関がみられ，喜びの度合

いが大きくなるにつれて，盛り上がっていると

判断されていることがわかる．この結果は，第 3

者は，話者が喜んで話していると思える会話を

聴いた時に，その会話が盛り上がっていると思

う可能性を示していることになる．  

 

4, まとめ 

本稿では，会話音声の聴取実験により，会話

の快・不快，盛り上がり，感情についての主観

評価実験を行った．まず，快と会話の盛り上が

りに相関がみられた．一方で，不快と会話が盛

り上がっていないとの間に相関は見られず，会

話が盛り上がっていないと感じる要因について

の検討が必要である．また，感情における喜び

と会話の盛り上がりの関係において，正の相関

が見られたことから，喜びが，会話が盛り上が

っていると判断される要因の一つである可能性

を示した．今後は，会話が盛り上がっていない

と判断される要因について，調査を行う． 
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図 1 会話音声の快・不快の評価値の平均と会

話の盛り上がりの評価値の平均の関係性と回

帰直線 

 

 

 
図 2 8 感情についての尺度図，(a)喜び，(b)

信頼，(c)恐れ，(d)驚き，(e)悲しみ，(f)嫌

悪，(g)怒り，(h)予測 

 
図 3 喜びと会話の盛り上がりの関係 
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